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赤 ワ イ ン の LDL 抗酸化 活 性 に 関す る研 究
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フ ラ ン ス で は 高脂肪食 が摂取 され て い るに もか か わ らず 、 同様 の 食

生 活 パ タ ー ン の 他 の 欧 米 諺国 と比 ぺ る と虚血 性 心 疾患に よ る 死 亡 率が 低 い こ と

が 知 られ て お り 、 　
“

フ レ ン チ ・パ ラ ドッ ク ス
”

と呼 ばれ て い る 。
1 の 主 な原 因

と して フ ラ ン ス 人 が 目常的 に飲網 して い る赤 ワ イ ン が注 昌 され て い る 。 本 研 究

で は ワ イ ン の 抗 酸 化 活 挫 とポ リフ ユ ノ ー ル 含 量 の 関係 を調 べ る と共 に ポ リフ ェ

ノール 画 分 と抗酸 化 活 性 に つ い て 成分検討 を 行 っ た 。 さ ら に 赤 ワ イ ン の 飲 用 に

よ る低 密度 リポ タ ン パ ク 質 （LDL ）の 酸化 抑 制 を 臨床的 に検 読 した 。

匡方 法及 び 結果 】　 赤 ワ イ ン 7 種 及 び 白 ワ イ ン 2 種 の 抗 酸 化活 性 と総 ポ リ フ ェ

ノ
ー

ル 濃 度 を測 定 し た 。 抗 酸化 活 襁 は 、DPPH （1， 1−Diphenyl
’一・2−・picrylhydrazyi ）

ラジ カ ル 消去 活 性 法 とラ ッ ト肝 ミク m ソ ・・一ム に よる OH ラ ジ カ ル 消 曇活 性 を 、総

ポ リ フ ェ ノ ー ル 濃度 は F。lin−Ciocalteau 　taを用 い て 求め た とこ ろ 、 赤 ワ イ ン に

強 い 抗 酸 化 活 性 が み られ 、 筑 酸 化 活 性 と総 ポ リフ ェ ノ ー ル 濃度 との 間に は 強 い

正 の 相 関 関係 が 認 め られ た 。 赤 ワ イ ン を用 い 、 ヒ トLDL を用 い た抗 酸 化活性

の 指標 で あ る ラ グ タ イ ム （ヒ トLD 　Ue ア ゾ化合物 を添 加 した 後 に 共 役 ジ エ ン

が 発 生す る まで の 時 間 ） を調 べ た とこ ろ 、 赤 ワ イ ン 添加 罍 が 増す に つ れ 、 ラ グ

タ イ ム が 延 び た 。

　 10 人 の 健 常男性 ボ ラ ン テ ィ ア に 1 日 ◎ ．8g エe2−1レ／ Kg 用 量 で 14 日間 ウオ

ッ カ を （ウオ ッ シ ュ ア ウ ト期 間） 、 次 に 赤 ワ イ ン を岡 じ く 14H 間与 えた （実

験 期 間） 。

− 14 、 O 、 14H 鬨の LDL 抗 酸化 能 を ラ グ タイ ム で 調 べ た 。 そ

の 結 果 、 ラ グ タイ ム が 赤 ワ イ ン 飲 用 後 の 値で あ る 14H 昌は 、 飲用 開始時 （0
日 目） と比 べ て 有意 （p 〈 O．01） に 延 長 した 。

　 次 に 、 吸着 及 び 分配 ク ロ マ トグラ フ ィ
ー に よ り赤 ワ イ ン を分 画 し 、 8 つ の 異

な っ た 分 子 量 を縛 つ ポ リ フ x ノ
ー

ル 画 分 を得 た 。 こ れ らに 対 して DPPH ラ ジ カ ル

及 び OH ラ ジ カ ル 消 去活 性 測 定を行 っ た とこ ろ 分 子 量の よ り大 き な もの に 強 い

抗酸 化活 性 が 見 られ 、
こ の 画 分 は 定 性反 応試 験 で カ テ キ ン の 重 合物 （プ ロ シ ア

ニ ジ ン オ リ ゴ マ
ー） で あ る こ と が わ か っ た 。

　 世界各地 の 赤 ワイ 〉°　44 種 を実験 に供 し 、 抗酸化活性及 び 、 ポ リフ x ノ
ー ル

は そ の 特徴的差異を 調 べ る た め 、 イ オ ン 化 指数 （ワ イ ン 申 の タ ン ニ ン ・ア ン ト

シ ア ン 複 合 体 の 指 数 ） 、 塩 酸 摺数 （高 重 合度 ポ リ フ ェ ノー ル 指数） 、 色 強 度

（OD420nm 十 〇D52   nm 十 GD620nm ）等 を 、
ポ リフ x ノ

ール 全体量は 総 ポ リフ ェ ノ
be ル

量 、 総 タ ン ニ ン 量 、 OD280nm を 測定 し た 。 抗酸 化 活性 とワ イ ン の 産 地 、品 種 、

熟成年数の 関係 を調 べ た とこ ろ 、 特 に 熱成 した もの の 方 が 高い 傾 向 がみ られ た 。
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